
第2回 振興部会 資料

～大糸線沿線の活性化および持続可能な路線としての方策検討～

2022年9月26日 JR西日本金沢支社

○ 大糸線（南小谷～糸魚川）の現状

○ 活性化事業の取り組み実績

○ ご利用者の動向や沿線住民の移動ニーズ



886 

965 

1,075 1,084 
1,142 

991 

818 

145 

44 

290 

427 
371 360 

290 

171 158 159 151 146 146 153 171 
136 120 126 119 128 

189 

96 97 96 96 
44 

65 

56 

50 57 

55 

46 

47 

21 

13 

16 

17 

15 14 

14 

12 
8 7 6 5 4 5 

4 

3 
3 4 2 2 

2 

2 2 1 1 

2

111 

106 

91 
86 

84 

77 

73 

59 

41 

38 

45 

43 43 

37 

29 
24 25 21 14 13 10 

9 

10 
8 9 8 6 

4 

2 4 4 3 

3 

987 

1,063 

1,128 

1,216 1,228 

1,282 

1,115 

939 

227 

99 

346 

490 

430 418 

343 

212 
191 192 179 166 164 169 

185 
150 

132 139 130 137 

196 

100 104 102 102 

50 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

列
車
キ
ロ
推
移(

％)
※

1
9

8
7

年
を10

0

％
と
し
た
場
合

普通 通勤 通学 列車キロ

ご利用状況の推移【南小谷～糸魚川】 S63(1988)年度～R2(2020)年度

[1995.7.11豪雨災害]
・根知～白馬被災
・1996.1 道路復旧

バス代行輸送
・1997.11運転再開

［リゾート白馬］
［シュプール白馬・栂池］

長野冬季五輪

北陸新幹線金沢開業

輸送密度（平均通過人員）＝ご利用されるお客さまの1日1kmあたりの人数
（南小谷～糸魚川間 35.3km）

コロナ禍影響

92%減少

（人/日）

上信越自動車道全線開通

1



2各駅ごとの乗車人員の推移 S63(1988)年度～R2(2020)年度

注：糸魚川駅は2014年度まで北陸本線・大糸線の合計、2015年度以降は北陸新幹線・大糸線の合計となって
おります。2015年3月14日に北陸本線がえちごトキめき鉄道に移管されております。
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南小谷駅

糸魚川駅

平岩駅

中土駅

北小谷駅

根知駅

頸城大野駅

姫川駅

小滝駅

沿線の状況

根知地区
832人

大野地区
1,510人

小滝地区
87人

大字北小谷
287人

大字中土
401人

大字中小谷
489人

スーパー

ホームセンター

コンビニ

道の駅おたり

サンテインおたり

コンビニ

148

1994年 平岩バイパス完成（小滝～平岩）
1998年 新国界橋完成
2014年 小谷道路改良工事完成（北小谷）

所要時間(糸魚川～南小谷)： 国道148号 約45分（36.5km）
大糸線 約60分（35.3km）

【出典】糸魚川市HP、小谷村第6次総合計画
地区の人口は2022年3月現在

自動車保有台数の推移（乗用車）

新潟県 長野県

1987（S62） 1987（S62）

550,334台
↓

612,382台
↓

2022（R4） 2022（R4)

1,387,282台
約2.5倍

1,380,162台
約2.3倍



4
道路整備状況について

1988年北陸道、1993年長野道、1997年安房峠道、1999年上信越道が全線開通
※ 長野県松本市から新潟県糸魚川市に至る延長約100kmの区間において、地域高規格道路

である「松本糸魚川連絡道路」を整備中。その他にも中部縦貫自動車道も整備中。



活性化協議会の取組みと実績について①
5

17件 19件

12件

2019 2020 2021

定期券購入費一部助成 申請件数

〇 事業概要
（１）生活利用 ① 潜在利用者への働き掛け、新規利用者の開拓

② 鉄道とバス（自家用車）との乗継利用の促進
（２）観光利用 ① 沿線の観光魅力や集客力の創出と向上

② 沿線の観光魅力の情報発信 ③ Hakuba Valleyと連携した観光振興
④ 訪日外国人の誘客促進や鉄道ファンの取り込み
⑤ 車両事態の観光魅力や輸送サービスの創出と向上

（３）地域連携・協働 ① 沿線住民のイベント利用促進 ② 小中学校等の行事利用促進
③ 利用促進団体の育成 ④ 沿線地域の教育資源を活用した体験学習

（４）安全・安心・快適 ① 高齢者等が利用しやすい環境づくり
② 沿線目的地の最寄り駅や乗換方法の分かりやすい案内

〇生活利用の促進（定期券購入費一部助成に関する実績）2019～2021年

19人 17人 17人 16人
11人

2017 2018 2019 2020 2021

定期利用者の推移（各駅の乗車人員（定期）の合計）

定期券30％助成 定期券50％助成



活性化協議会の取組みと実績について②
6

〇 観光利用の強化（企画列車・イベント助成）2019～2021年

雪月花乗入れ サイクルトレイン こども車掌体験 バル街トレイン 合計

2019 未実施 参加者 13名
（1日実績）

参加者
親子10組20名

参加者5名
（定員40名）

73名

2020 参加者30名
（定員30名）

未実施 未実施 未実施 30名

2021 参加者41名
（定員44名）

参加者41名
（3日実績）

中止
（コロナ影響）

未実施 81名

182名

（7件） 105名

（3件）

71名

（3件）

2019 2020 2021

〇 企画列車の参加人数

〇 イベント助成事業の参加者数

＜イベント助成事業の例＞
・ハロウィン列車（2019年度）45人
・白馬マウンテンバイク（2020年度）20人
・大糸線を楽しむ会（2021年度）25人 など



活性化協議会 2022年度の取り組み計画について
7

〇 大糸線65周年記念事業の実施（8/20）

〇サイクルトレインの運行（9月～11月）

〇 雪月花の乗り入れ（11/26）

〇車掌体験列車（10月）

◇ 活性化協議会によらない取り組み

○西Naviでの宣伝（9月号） ○ 65周年ポスターの駅掲出



8
大糸線（南小谷～糸魚川）のご利用動向について ①

〔乗降調査〕

１．調査概要
利用者の動向や増便バスの感想等の意見を集める目的で、乗込みアンケート調査を
9月～12月の月毎に4日間実施

２．実施内容
①調査日 2019年19月26日（木）～ 09月29日（日）※列車のみ実施

2019年10月17日（木）～ 10月20日（日）
11月14日（木）～ 11月17日（日）

2019年12月05日（木）～ 12月08日（日）

②対象列車 調査日の全列車と全バス

③対象者 対象列車に乗車している方全員

④実施方法 アンケートにより記入方式（聞き取りも実施）

⑤実施主体 大糸線活性化協議会



それ以外の区間【観光】

247 (18%)

無回答

13 (1%)

糸魚川～南小谷・白馬【観光】

891 (64%)

糸魚川～姫川, 20 (1%) 

糸魚川～頸城大野, 91 (7%)

糸魚川～根知, 49 (4%)

糸魚川～小滝・平岩, 13 (1%)

☆糸魚川～北小谷, 12 (1%)

☆糸魚川～南小谷・白馬, 15 (1%)

姫川～頸城大野・根知・平岩, 9 (1%)

北小谷～南小谷・白馬, 17 (1%)

☆頸城大野・中土～南小谷・白馬, 4 (0%)

それ以外の区間【生活】

230(17%)

※生活利用者とは日常に利用される目的（通勤・通学・買い物・
通院など）で、且つ週に1回以上乗車される方とする

9
大糸線（南小谷～糸魚川）のご利用動向について ②

観光利用が8割を占め、大半が糸魚川から南小谷・白馬といった拠点間移動であった。
生活利用については県域を跨ぐようなご利用は殆ど見られなかった。

☆県域を跨ぐ利用

（ｎ=1,381 ※有効回答数）鉄道＋バス



10沿線住民の移動ニーズ ①

〔沿線住民アンケート〕

１．経緯
2019年度に実施した増便バス施策や乗込調査の結果、大糸線（南小谷～糸魚川）の
ご利用者の８割が観光の一時的な利用であり、生活利用は２割ほどであった。

２．目的
大糸線活性化協議会の取組みとして沿線住民のニーズや移動性を確認することで、
更なる生活利用者の潜在需要の掘り起こしや、市村が運営するバスやデマンド
タクシーなどを含めた公共交通全体の課題解決に繋げたい。

３．調査時期
配布：2020年10月初旬 回収期限：2020年10月31日

４．調査手法
（１）対象

糸魚川市、小谷村在住の大糸線沿線の住民
（２）規模

3,000世帯（糸魚川市1,900、小谷村1,100） 回収1,310（回収率44%）
（３）配布

郵送または広報配布時に世帯宛てに調査票配布、郵送により回収
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過去1年間の公共交通の利用頻度

利用なし 年数回程度 月1回程度 月2～3回 週1～2日 週3～4日 週5～７日

沿線住民アンケート 過去1年間の公共交通の利用頻度

（n＝1,240）
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将来、公共交通を利用する可能性

引き続き利用する より便利な公共交通になれば利用 車が運転できなくなれば利用

利用しない わからない その他

沿線住民アンケート 将来、公共交通を利用する可能性

（n＝1,275）
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1位 2位 3位

運転速度が速い 91 85 76

乗りたい時間に乗れる 300 282 248

駅・バス停が自宅から近い 139 113 101

経由地が増えている 34 33 28

決められた時刻に走る 43 35 30

待合所が整備 10 9 9

バリアフリーになっている 18 17 17

乗換えが便利または無い 84 77 65

運賃が安い 96 89 76

車両が新しい 0 0 0

係員の接客がよい 5 5 4

ICカードにより運賃の支払いが楽にできる 23 21 20

その他 25 17 13

空白 5 2

総計 868 788 689

沿線住民アンケート 将来、公共交通を利用すると回答した方が望むサービス

（n＝2,345）
将来、公共交通を利用すると回答した方が望むサービス
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沿線住民の移動ニーズ②（最も頻繁に出かける場所）

（n＝1,232）

居住地の最寄り駅

回答数（うち大糸線）
糸魚川市内 小谷村内 白馬村内 大町市内 その他

糸魚川

３２１（４）
85.4% 0.6% 1.2% 0.6% 12.1%

姫川・頸城大野

２９４（２６）
93.9% 0.7% 0.7% 0.7% 4.1%

根知

２０６（９）
94.2% 0.5% 1.0% 0.5% 3.9%

小滝・平岩

２５（５）
88.0% 4.0% 0.0% 4.0% 4.0%

北小谷

６１（８）
39.3% 34.4% 19.7% 4.9% 1.6%

中土

１４７（１０）
4.1% 19.7% 61.2% 10.2% 4.8%

南小谷

１７８（７）
2.2% 14.6% 72.5% 9.0% 1.7%

着地（目的地）

糸

魚

川

市

内

発

小

谷

村

発

発

地

(

居

住

地

)

糸魚川市の住民は市内移動がほとんどで、
小谷村の住民は白馬村への移動が多く、北小谷が分水嶺となっている。

2020.10調査



鉄道の特性について 15

・鉄道は他の交通機関と比べると、大量輸送、高速輸送、定時輸送の面で強みを
持つと認識されている。

（令和3年版交通政策白書より）

① 輸送力

② 定時性
速達性

③ 環境負荷

・少ない乗務員が一度に多くのお客様をお運びできる。
（1両あたりの乗車定員が多い）※キハ120形 100人／両

・占有軌道を走行することから、安全かつ交通渋滞などの制約
を受けない、安定的なサービスを提供することができる。

・一度に多くのお客様にご利用いただける場合には、走行時の
エネルギー効率が高いことから、大きな環境優位性を発揮す
ることができる。



16鉄道事業者の費用構造

鉄道事業会計規則により以下のように仕訳が決まっています。


